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朝鮮産甲殻十脚類の研究
第二報ヤドカソ類（その五）

上　　田　　常　　一

（昭和32年11月1日受理）

Tsune1ch1KAMITA　Stud1es　on　the　Decapod．Crustaceans　of　Corea，

　　　　　　　　　　Part　II，Hermt－Crabs（5）

　　　　　　　　　　　　朝鮮産カニダマシ科3属の検索表（補遺）

　前同（その四）のp・99のところで，この検索表が，AAの項で尻切れになつているから，

次の検索を加える。

　　　B・鰯室の外側面に位する側甲，すなわち，肢上部は分節せず，尾鰭は7節から成る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・乃伽oZ63肋ωカニダマシ属

　　　BB・鯛室外側面の肢上部は，前後の大小2片に分れ，両片は膜質で結合し，尾鰭は5

　　節から成る。一一一一一・一一………・・…………………・・…肋6伽6加1ωカニモドキ属

　　　　　　　　　Genus　UlP⑪gebi艶　LEAcH　1814　　アナジャコ属

　　　　　　　　　29晦⑰鰐碗α脇功o炉（DE　HAAN）　　アナジャコ

　Gθ肋刎勿oブDE　HAAN1849・Faun・Japon・・Crust・・レ165・Tab・XXV・Fi苧7；MIERs

1879，P．52；ORTMANN1892，P．54，Taf．1，Fig．7；D0FLEIN　1902，P．643；Y0K0YA

1930，p．543，text一丘g∵4．

　Loca11t1es．

　corean　stra1t　s1de　　Masan，3♀9（1ov1g），4♂♂，291vII／1936，Mr　T　sAT60ka－

yama－mura　near　T6e1，39♀（2ov1g），3♂♂，3／vIII11943，wr1ter　Numerous　spec1mens

owned．by　the　Re1su1F1sher1es　Schoo1．

　Ye11ow　Sea　s1（丑e　　Numerous　sps　owned　by　the　F1shenes　Exper1menta1Stat1on　of

Ke1k1－d6K1nzanpo，K6ka1トd6，299，4♂♂，13／vIII／1935，Mr．T　sAT6Numerous　sps

owned．by　the　F1sher1es　Exper1menta1Stat1on　of　He1an・hokud6

　本種は早くSIEB0LD氏の日本動物誌に記載され，俗にヵマシャコとかシャコと呼はれる。

頭胸甲は三角形，側甲は強く下方に垂れる。額角は突出三叉，後方に深い2溝があり，中央突

起は大きく三角形で正中に浅い溝がある。額角背面は涜で被い，涜上に毛を東生する。左右の

肝臓は甲殻を透して青黒く眼状紋をなす。腹部は長く発達，第1節は小，第2～5節は側甲発

達，ここに湾曲線と軟毛を密生。第6節は背面曲線のみ。鋏脚は左右同形同大，腕節は前端内
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Text-fig. 45. 

Upogebra major (DE HAAN) : a, 6 from Kinzanpo ; b, cephalo thorax 

c, 3rd maxilliped ; d, Ieft cheliped ; e, innervlew of chella , f, tail Lan 

a-c, x25 d-f x3 

7~s~~:! 
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縁の2棟と多くの小棟によつて縁付けられ，背面に2溝前端で合す。前節は指節より僅に長く

背面に2条の歯列と2条の縦溝を有し、外側面に歯群を付し，下面に歯列がある。指節と向い

鋏を成す前節突起はきわめて小。指節は♀♂によつて形状を異にし，♂は斜に列ぶ10売と内面

に3涜を装い，9はその位置に（ノレーぺによる）秤の目の如ぎ欠刻を有す。腹肢は第2～5対

は扁平同形，外枝は内枝の4倍，第1肢は？のみ有し，混棒状。

　生態1最干潮線内4～60皿の砂泥地に，　5寸～1尺2．3寸の小孔を穿つてすむ。来潮に

会うて，孔口に出て堅固な外顎脚で餌を求める。生時の色彩は統営近海のものでは，♂は赤色

を♀は青色を帯ぶ。頭胸部に往々エビヤドリムシが寄生。夏季抱卵，卵は黄緑色。

　朝鮮におげる分布　南は慶尚南道から西は平安北道に及ぶ。BALsS氏は1913年ウラシボス

トックからψogθ肋ム3αψ（BALSS）を記載したから，それが成鏡北道でも見つかるかも

しれない。今泉力蔵氏は，成北明川郡高村屯から化石種ひ06∫肋を記載したが，それは鋏の

掌節の内側に明に穎粒を有するという。

　人生との関係：釣魚の餌料で，タイの一本釣に最も多く用いられ，赤色を帯ぶるものがつき

がよい。青色を帯ぶるものは適しないと。

補正及ぴ補遺

　1．筆者の未同定であつた，及仰g舳・∫sp．コウライヤドカリ（仮称）と，？工ψ♂ψαsp．

トゲクダヒゲガニ（仮称）について，九州大学農学部三宅貞詳教授から，種名を教えられた。

すなわち，前者は肋卿gz〃伽3伽π6∫ORTMANN，1892で，後者は捌φんαψoゐ肋舳肋α
　　　　　＊
SHEN，1949である。なお，三宅教授は，ORTMANN氏が，肋ψαg舳4り砂o〃1ω5だと説明

している原図（1892，Taf．12，Fi＆16）には，5加泌3のものとノ砂oタ1クα13のものとが混在して

いると思う，と教えられた。筆者のみなおしたところでは，図の16はノ砂oηクα13のもので，

16kと16mの2つは∫加泌8のもののようである。

　2．　クダヒゲガニ属の学名Zψ乃o舳3カ伽のスペノレは，Zoψ110η肌ヵ加ろ榊加3ヵ桃URITA，

1934にならつたものであるが，三宅教授の教えによれぱ，五〇帥o伽3伽が正しいので，ブは

余分であるという。

　3．　ヤドカリの体制術語の図解

恭　SHEN，C・工1949：Notes　of31砂加グφoゐand．ムψ1zo〃zω左加of　the　fami1y　A1buneidae（Crustacea，

Anomura）w1th　descr1pt1on　of　a　new　spec1es3　肋6閉肋from　Chma　Cont　Inst　Zoo1Nat　Acad

Peiping，Vo1．5，pp．153－170．
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Text．坦g．46．Dorsa1v1ew　of　a　herm1t－crab，showmg　the　ter皿s　used　m　descr1pt1on
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Text-fig. 47. Ventral view of a hermit-crab, showing the terms used in description 

As to the geographical distribution of the Anomura in Corea, Paguridea and Gala-

theidea are interesting to examine. By this time 2 families 7 genera 16 species of the 

former and 2 families 5 genera 6 species of the latter, are collected by the writer 

and the predecessors. The fauna of Paguridea may be divided into 3 groups, the first 

group is the species distributing in the southern districts and it seems to be rather 

simple : Pagurus arrosor, Pagu7~us impressus. They are only distributed in the Corean 

Strait where the warm current is running. The second group is the species in the 

northern parts : Eupagurus Iniddendolffii, E. ochotensis, E. pectinatus, E. pubescens, 

Paralithodes camtschatica and P. plat_vpus are the representatives of this group, and 

these are mostly distributed in the Japan Sea side. It may be presumable that the cold 
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current　from　the　Amur　coast且ows　a1ong　the　east　coast　of　Corea，and　brings　with　it　these

spec1es　The　th1rd　group1s　the　spec1es　r1ch　m　the　proper　East　As1a　Dzog6ηθ3θ∂ω伽ゐzz，

肋g鮒肋∫雌伽Zゐ，肋g・〃郷肋g・・ゐ伽伽ゐ，肋卿g舳…ψ舳ゐ，且・・郷肋・，且∂・肋・，

且プ砂o加6鮒，且sp．（＝且∫伽荻8），月bクαZog伽肋4ゐ砿励μ3and0θ6を伽肋鮒加θ〃π扱　They

be1ong　to　th1s　group　The　fauna　of　Ga1athe1dea　can　be　d1v1ded．1nto2groups　and　there

・・n・n・・th・md・・t・・b・t・・g・p・・…　脇刎ゐ仰・…り・ψ・刀κα，肋励・励ω仰・・舳，

肋κθ1Z伽α5θ閉砿ゲブo郷are　the　representat1ves　of　the　group，wh1ch　are　m二〇st1y　d1str1buted．

in　the　Corean　Strait．The　other　group　is　the　proper　East　Asian　species．GαZα肋6α

oη伽肋1z8，〃〃zゐ5ωろ閉and1肋6伽6加1θ3並ω伽棚are　of　the皿　　The　fauna　of　Pagur1d．ae

has　many　northem　spec1es，espec1a11y　the　proper　East　As1an　spec1es　m　compar1son

w1th　the　fauna　of　the　crabs　wh1ch　are　pub11shed　by　the　wr1ter　m1941It1s　presumab1e

that　th1s　pecu11ar　d1str1but1on1s　based　upon　the　herm1t－crab’s　habユt　they11ye1n　the

gastropod，she11s　and　change　the1r11▽mg　she11s　as　they　are　growmg

L　朝鮮近海の地形と織1兄

　朝鮮半島はアジア大陸に接続し，陸凄動物分布上では旧北区に属し，成鏡道と平安北道にま

たがる蓋馬高台を除く他の地方は，日本の本〃卜四国1九州と共に支那亜区に属し，蓋馬高台

地方は北海道・棒太と共にシベリヤ亜区に属す。東側は深さ1，000m以上最深4，OOOm広さ

30万平方浬の日本海に面し，日本海は間宮・宗谷・津軽の3海映を介してオホーツク海・べ一

リソグ海および北太平洋に連る。西側は深さ100m未満の浅海黄海に面し，黄海の南は東支

那海に，西北はぼっ海湾および遼東湾に連る。南は200肌未満の朝鮮海峡、140m未満の対

馬海峡，最深60m余の壱岐海峡を隔てて九州と相対す。この対馬の東西両水道の断面績は3

平方浬余。もしそれ，日本海・対馬東西両水道・黄海にわたる海水面が現在よりも200m。隆

起したならば，朝鮮半島と日本講島とはおおむね陸続きとなり，オホーツク海は湖となり，黄

海・ぽっ海湾・東支那海は一大平原化するであろう。そして，日本海は暖流の流入をさえぎら

れて水温は著しく寒冷となるであろう。

　オホーツク海の北西部に源するリマソ寒流は，閻宮海峡から目本海に入り，ソ連沿海州の沿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
岸を洗い，ウラジオ沖合からさらに北鮮沿岸を南下し，江原道南部に達す。慶北からは下層流

となつて朝鮮海峡に入り，表面に出てこない。つぎに，遠く太平洋北赤道海流に源する目本海

暖流（黒潮）は，台湾の東岸に沿うて北上し，台湾と先島諾島との間から方向を北東に転じて

表日本の沿岸を洗うが，その1麦流は沖なわ讃島の西からわかれて九州西岸に沿うて北上し，

いわゆる対馬海流となつて日本海に入る。入るに先だち，対馬の南端に激しくぶつかつて大小

＊　江原道南部ほぼ北緯37・♂に位する三陸まではイチジクが実のり水田の二毛作がきく。
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2つに岐れ，主流は対馬海峡を進み支流は朝鮮海峡に出る。前者はそれより裏日本に沿うて水

深ほぽ100皿のところを東北へ進み，途中1枝を津軽海峡に出してから，方向を北々東にと

つて北海道の西岸を洗い，宗谷海峡に入つてオホーツク海に消えるが，その1小枝は棒太の西

岸を過ぎて間宮海峡に終る。朝鮮海峡（対馬西水道）に入つた支流は，半島の南東端を左に廻

り東岸に沿うて表層流をなして北上する。この北上流の1小枝は，　般には迎日湾から右折し

て東に向い，その1小小枝はさらに右折して，裏目本を北東に向いつつある，先の主流に合す

る。北上流はよく威南沖合に達し，時に成北沖合さらに遠くウラジオ沖合にまで達することが

ある。しかし，冬季では萎縮して江原遣竹辺とうつ陵島間，あるいはそれより少し北の注文津

の沖合まで，すなわち緯度にしてほぽ37㌧38。の聞までしかとどかない。黄海の海流につい

てはその系統がまだ充分明になつていないようだが，九州の西海を北上する暖流の1枝五島済

州島海流が済州島沖合から半島の西剤こ沿うて北上し，黄海道の西南端に到り，それから方向

を西北西に転じてぽっ海湾に入る。その勢力は微弱なもので，済州島沿海は別として，全南の

南西部の沿海は江原道南部の沿海よりも，暖流の高温濃塩分のえいきようははるかに少いとさ

れている。半島の黄海側におげる寒流のえいきようはないが，ぼっ海湾に源を発する1小寒流

は麦那山東局角（半島）の北岸に沿うて東進し，角端から南向流となつて支那の東岸を洗い，

そしてこの寒流の沖合には暖流の北上流がある。

　目本海側における潮汐千満の差は甚だ少く，例えば雄基05m，城津0．5m，元山0石m，

注文津α4m，迎日湾O．2mである。朝鮮海峡側にあつては釜山1．4，統営2見三千浦3．4，

麗水3．7，莞島3．9，木浦3．9mである。黄海側にあつては群山τ3，仁川9．7，鎮南浦5．9

二mである。故に，西海岸および南海岸では，干潮時には広漢たる干潟をあらわし，干潮満潮前

後には，海底面は潮流によつて絶えず撹乱され，それにこの方面に開口する諾大河の吐き続げ

る泥土も加つて，海水はいつも混濁する。まさに黄海そのものである。

II．ヤドカリ亜族pAG－URIDEAの分布

　これまでの調査からすれば，半島近海のヤドヵリ科paguridaeには次の3亜科14種が採集

されている。ヤトカリ亜科Pagurmae　肋g〃伽α榊∫0ηP　z卿㈱3刎，Dz09θ”θ56∂ω脈

ゐ・z，メナカヤトカリ亜科Pagur1st1nae　肋g㈹肋3励g・肋Zz∫，P加go曲伽郷z3，真ヤト

カリ亜科　Eupagurmae　亙z仰gz〃伽ω郷切113，E601加1棚3，E励脇∫，五ノ砂o伽伽，E

sp．（二且3加泌∫），且刎〃伽1伽抑，且06乃o肋3ゐ，且μo励α肋3，且仰ろ鮒舳．これらの材

料は，主として沿津の比較的浅所で漁夫の手操網・打瀬網に偶然入つたもの，．沖合で機船底曳

網にかかつたもの，麗水・統営などの魚市場で魚類と混つていたもの，海底で海女の摘えたも

の，海水浴場で生徒が見つげて採集したものなどである。

　1）朝鮮のヤドカリ類がカニ類に比して種数が甚だ少く，南方系の種にとぽしいことは，地

理的分布上，まず第1に注目すべきことである。上述の14種の中，肋g刎伽α〃伽oブヨコミ
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ゾヤドカリと亙ゆαg鮒狐伽ク㈱∫〃3イボアシヤドカリの2種は南方系のもので，前者はまた

世界的に広く分布するもので，西南太平洋から紅海に及ぴ，大西洋はアフリヵの西側から中央

および南アメリヵの東側に及ぶ。南方分子が僅ではあるが朝鮮海峡に分布するのは，ここに対

馬暖流の1枝が入りこむからであろう。そして，これらが朝鮮半島の日本海側にも黄海側にも

見出されておらないのは，そこらは暖流のえいきようが少いからであろう。筆者がさきに（19

41）公表した朝鮮のカニ類は121種にして，このうちに南方系のものが21種あつた。東京水

産試験場の蒼鷹丸が1923～1930年に日本近海の大陸棚から採集したヤドカリは，横屋猷氏に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊よれぱ46種あり，このうち南方系のものは8種で，さらに日本海に分布するものは，肋g鮒タ

吻8ろ〃伽肋3，p娩〃o脇∫，肋gz〃伽”γ0301，p加ψ1ゼ∬ω，助伽μgz〃伽功か紐ブの5種で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊ある。菊池勘左衛門氏が富山湾から報じたヤドカリは5種で，このうち南方系のものは　λ加

α”ω伽づα〃3オニヤドカリと助加μgz㈹3砂か紐ヅァシボソヤドカリの2種である。これ

らの採集品の重複を除いて整理すると，南方系の6種が日本海に進入していることになる。Iこ

うしたヤドヵリ類の分布のさまたげをなすものは，水温の外彼らの習性にあると考えられる。

ヤドヵリが岩礁や海底をはい歩くことは，ヵ二と同じでも，彼らが小さい時から常に重い巻貝

を引きずつて歩かなげればならないことは，自らその移動範囲を制隈することになるだろう。

また，成長に伴つて脱皮することもヵ二と同じであるが，彼らはその度に，大きな宿貝を探し

当ててフとり替えなけれぱならない。その宿貝のない所へはゆげないので，この面からも，移

動範囲はせぱまるであろう。それだから，高等十脚類の地理的分布を論ずる場合，カニはエピ

よりも，ヤドカリはヵ二よりも，その価値がいつそう高く評価されてよいだろう。

　2）朝鮮のヤドカリ類には寒海性のものが多い。半島の東側には，オホーツク海1べ一リソ

グ海などを郷土とする北方系のヤドカリがそうとう分布する。14種中凪仰gz㈹5伽〃θ〃o一

クガガテナガヤドカリ，且06乃o肋Z挑ホクカイヤドカリ，　且クκ脇α肋∫クシヤドカリ，　且

μろ鮒舳ミツカドヤドカリの4種（28％）がそれである。カニでは121種中8種（7％）が

寒海性である。これは半島の東側を流下するリマソ寒流が招来するものであろうが，この海流

は朝鮮海峡の下層にまでおよんでいるから，そこではクシヤドカリがすんでいる。なお，半島

の西側黄海にも寒海性のホクヵイヤドヵリ・クシャドヵリが分布するが，これは黄海に寒冷な

水がたたえられているからであろう。黄海は前に述べたように，一帯に浅海で最深100m未

満，そのうえ暖流の力は甚だ弱いから，冬になると水温がひどく下つて，魚族は南下して朝鮮

海峡およびその付近で冬越しする。寒海性のヤドヵウがすべて肋μg・㈹5属で，しかも　且

刎ク”伽6o彬クを除くと，いずれも大形種であることは注目に値する。本属は地球上ほとんどす

べての海洋に産するげれども，そq種数を最も多く産し，かつ個体の体形の大きいものを産す

るのは北半球の寒海である，といつたALcocK氏の概評が当つているようである。そして，’

＊肋g・κ肋3μ3肋5，Pみ励肋5，P3肋舳，肋g・〃・郷”γ…ブ，P加仰醐κ，λ〃クαlZ鮒伽乞α・Zα・，肋閉卯・

9舳∫加Z・・6舳舳∫，躯・砂αg・㈹・5声〃9肌

＊＊五η乞α1Z鮒〃1クα・Z〃3，肋叙㈹∫肋6肋・刎ω肋3，Pノψ0〃ゴα・5，P炉な・〃66加かω，助か・ψ蝦㈹83妙魯肌



67

かくも分布のにぎやかな理由の1つとして，おそらく，この海域には，彼らが棲家としてせせ

こましくない，運ぶに過重でない。探すにむつかしくないところの，巻貝殻や海綿が豊富にあ

るためではあるまいか。

　3）朝鮮のヤドカリ類には，極東固有種も多い。14種中1）クog6〃ω〃ω伽ゐ売トゲツノヤ

ドカリ，肋g〃赦θ5∂な伽11ゐメナガヤドカリ，肋g〃吻5加g0∫ん伽θη∫ゐカゴシマヤドカリ，

亙妙09〃伽60ψ舳ゐナラビヤドカリ，且60〃∫肋刎イガグリヤドカリ，且6Z必伽ギホクカイ

ヤドカリ，且ノ％o〃肋5ヤマトヤドカリ，且sp．（＝且∫伽砺5）コウライヤドカリの8種（57

負6）は，日本と支那近海を郷土としてすむ極東固有種である。カニでは121種中57種（47ヌ6）

がそれである。蒼鷹丸は対馬の南東あるいは南から肋g舳晩∫μz励ψ棚・4∫や肋卯g〃伽

601ψ1伽5を，鳥取県沖合から五肋∫鮒肋∫の如き東亜固有種をも採集したから，半島近海

精査のうえは若干種数を加えるであろう。ここでヤトカリの棲家について，さらに一言しよう。

筆者の調査によると，ヨコミゾヤドカリはヤツシロガイに，トゲツノヤドカリはツメタガイに

ギホクカイヤドカリはエゾタマガイに，ヤマトヤドカリとコウライヤドカリはサザェに，とい

つたように定つた空貝に宿つているようであり，また，イガグリヤドカリはイガグリガイの擬

殻に，クシャドヵリはある種のヵイメンの中にすんでいる。大きくて手近にある空殻であれぼ

なんでもよいといつたような融通性を持たぬことは，彼らの分布上の障害とならざるをえない

だろう。

　これを要するに，朝鮮近海のヤドヵリの分布は，まだ採集が行きとどいていないだげに，直

ちに結論を下すわげにはいかないが，今までの資料によつてあえていうならぱ，半島近海のヤ

ドカリは3亜科14種にして，極東固有種と北方から招来された寒海性のものとが主となり，

それに，もともと南方から北上したところの僅数の熱帯性分子が加つている。寒海性のものは

専ら肋μg〃伽属である。筆者が先に公表した朝鮮のヵ二類の分布に比べて著しく目につく

ことは，ヤドカリでは，種数が甚だ少いうえに，熱帯性分子がとぽしくて，極東分子や寒海

性分子の甚だ多いことである。こうした分布の特殊性の成因は，他の動物の場合と同じく複雑

で，単に海流とか水温とかいつたようなありふれた要素のほかに，ヤドカリ自身の習性の複雑

さや地史的原因などが関係しているだろうと，筆者は考える。

　次にL1thod1daeタラハカニ科の分布について述べよう。朝鮮近海には次の2亜科4種があ

る。Hapa1ogastrmae　　ンヨウソヨウカニ亜科　　H砂α1ogα5柳ゐ〃肋肋3イボトゲカニ，

0θ6zg〃α肋伽z11θη肌イボカニ，　L1thodmaeタラバカニ亜科　　肋グα1肋oゐ3cα〃炊6ゐα枕α

タラバガニ，Pμαり卿3アオタラバガニ。イボガニーとイボトゲガニは半島近海に広く分布す

るに反し，タラバガニとアオタラバガニは半島の東側日本海にのみ見出される。タラバガニが

朝鮮海峡でとれたという1資料がある。標本は全羅北道全州の元道立師範学校付属国民学校に

あつたので，筆者も実際みてきたのであるが，甲長140mm（崔鳳琶氏測定）完全なものであつ

た。標本製作者は，当時全州師範の只野教諭で，昭和5年（1930）1月全羅南道莞島で捕れた

もので，たいへん珍らしいものだというて，韓国人が売りにきたものを，1月17日に買つたの
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　　　　　　Text一坦g．46．

Pagur1d　crab，肋閉肋ゐo6ω6α伽な6んα之κα，丘shed

　　　　　　m　Corean　Stra1t

　全羅南道莞島で捕れたというタラバガニ

であつた。日本側の分布の南隈ば山

口県であるが，普通には（産業的に

は）島根県とされている。1⊥旧・島

根。鳥取県沿海では2～3月ごろ手

操網で120～200ピ回の深所から湯

がる。アオタラバはタラバより個体

数がずつと少く，また北方にとどま

り，タラバの如く遠く南下すること

もない。イボトゲガニは朝鮮や日本

近海にのみ分布するが，イボガニは

遠くアラスカやカルフォノレニヤにわ

たつて広く分布するところをみる

と，寒海性動物で，黄海側では，ず

つと沖の方に位する島でないとすま

ない。タラバやアオタラバはイボガ

ニより寒海性の強いものであること

は，もとより黄海にはすまないで，

半島のリマン寒流の分布と平行し，

その密度が寒流の盛衰にともなつて

増減される事実が証明する。

III．カーエビモドキ亜族

　G－ALATH㎜⑪眺の分布

　半島近海には，次の2科6種がある。ヤトカリ類と同じように採集不行届である。Ga1athe1－

daeエビモトキ科　　GαZα伽αoブ舳肋1z∫トウヨウェビモトキ，ル励刎6り％o刎6αヤマトェビ

ヵ二，〃3ω伽αトゲェヒヵ二，Porce11amdaeヵニタマシ科　　肋0伽6加Zθ∫∫肋6舳zカニ

モドキ，肋肋脇加∫ノ砂0〃づα45カニダマシ，肋κθ〃伽α附肋抄0郷カニマガイ。前述ヤド

ヵリ類の分布に比して著しく眼につく点は，本亜族にはもともと暖流によつて招来されたと思

われる南方系分子の多いことである。すなわち，ヤマトェビヵ二，カニダマシ，カニマガイは

西南太平洋に広く分布する。北太平洋の寒海にすんでいるもので，リマソ寒流に沿つて南下し

たと考えられるものはまだ見当らない。トウヨウェビモドキ，トゲェピカニ，カニモドキは日

本から支那近海を郷土とする極東固有種である。

fig080901.pdf
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朝鮮産ヤドカリ類の地理的分布表
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五朝鮮のヤドカリ類の利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　亙．　タラバガニ

　戦前は，朝鮮のタラバガニ水煮罐詰は蟹エ船のものとちがつて，東海岸の漁場近くの沿捧例

えぱ威南遣新浦とか江原道長箭などの根拠地に製造工場があつて，そこで造られていた。従つ

て蟹工船製品と区別するために，罐の蓋に㊧刻印を押した。C字の短径は12mm，“Corean

Tarabagani”の頭文字を組合せた。大正7年（1918）総督府は水産製品検査規則を発布し，

タラバガニの水煮罐詰を細かく規定した。昭和7年（1932）10月1日から翌年5月初旬までの

罐詰製造高は724箱で，江原遣三陸の新田工場が172箱，長箭の佐々木工場が378箱，林兼工

場が174箱をあげた。タラバガニが食用されたのは，ケガニ（抄伽αα伽細肋κ妨）と同様に

明治43年（1910）ごろからで，もちろん目本人が先鞭をつけたものだが，以来漁獲に漁獲を続

げて，近年はしだいに濫獲の徴侯が現われ，ヵ二は小さくなり，漁場はだんだん南下したよう

だ。上述罐詰工場が江原道に偏在したこともこれを証明するであろう。タラバガニの漁場につ

いて，最も古い調査報告は，明治45年7月20日発行の「総督府月報」第二巻第七号で，慶南

。慶北・威南。威北のが載つており，大正元年10月20日発行の同報十号には江原道のが載つ

ている。要点を記すと，慶南　　毎年11～12月ころ，蔚山郡細仇洞を根拠とする鱗1手操網に，

水深50～60ぴろの辺で，希に112尾を捕獲することがある。毎年4～5月ころ，同郡方魚

津の沖合40～50ぴろのところから入網することがある。慶北　　毎年2～4月，全沿剤こ
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わたり3～5里の沖合60～100ぴろの辺

で漁獲する。江原　　毎年12月～翌年4月

（最も多いのは1～2月）、三渉1平海・蔚

珍3郡の6～7浬沖合70～80ぴろの所で

漁獲する。成南　　毎年7～8月ころ，利

原郡・端川郡の3～4浬沖合10～40ぴろ

の所で漁獲する。成北　　毎年冬期は陰暦

11月初旬～12月初旬，春期は2月20日

～4月10日ごろ，　慶興郡雄1尚洞および晩．

項の沖合で漁獲する。

r朝鮮漁業保護取締規則」の第5条でフタ

ラバガニの採捕禁止期間を次の通り制定し

た。威北　　5月1日～10月末日，成南

　　5月1日～10月末日，江原　　5月

16日～10月15日，慶北　　5月16日～

10月15日。なお，同規則第6条で，背甲

の長さ（背甲の最長都の直径）12cm以下

のものの採捕を禁止した。

　漁場南下の著例として，慶北迎日湾以北

の昭和18午度（とくr2月中）の漁猟高は

すぱらしく，筆者が同年3月浦項の慶北水

産試験場を訪ねてメモしてきたものは下表

の通りで，近年希な豊漁であつた。

　戦争下，総督府は水産食料確保の立場か

ら，昭和4年発布のr朝鮮漁業取締規則」
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　　　　　Text□丘g．47．

F1shery　bases　of　Taraba－gan1，肋閉Z砿んoゐ∫

　6”ηなκんαガω，in　Corea　about1912．

明治45年ごろのタラバガニ漁業の根拠地

漁　猟　高
漁船数 漁猟目数

10〆価額 1匹重量

根拠地 漁　具
重量（〆） 価額（円）。 （円） （匁）

甘　浦 機　底 27，440 58，991 7 84 21．50 470

良　浦 延　縄． 560 1，288 3 8 23．00 500

迎　　日 機　底 29，871 62，399 11 8 20．OO 300

江　　口 機　底 81，470 177，209 8 176 22刀0 ’

盈　徳I 帆撃繰’ 2，773 5，128 27 15 18．50 300

寧　海 刺　網 2，OOO 3，600 20 300 18．00 200

丑　山 機　底 13，885 29，257 5 15 20．OO 270

計 157，999 337，872 81 606
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を。19年8月22日付で改め，タラバガニの如きは，♂はもとより抱卵抱子せる9までも通年

漁猟できるようにした。ただし甲長12cm以下の幼蟹の採摘はやはり禁止した。昭和19年11

月1日総督府情報課発行の，　「通報第174号には」次のように言つた。「ケカニ，ズワイカニ，

タラバガニの制隈を撤回したのは少し変つた理由によるものである。これらの蟹は従前欧米向

輸出罐詰の原料として重きをなしていたものであるが，今目は輸出は勿論罐詰にさえ出来ぬの

みならず，第一漁業そのものがやはり資材の関係で非常にやりにくくなつたので制隈存置の意

義を失つたのである。また改正前はケガニの禁漁期中に明太魚を目的とLた機船底曳網にケガ

ニが混獲され，そのため明太魚の漁獲能率に大きな影響を及ぽしていたからであつた。」

　　　　　　　　　　　　　　　　H．　ヤ　ド　カ　リ

　朝鮮海峡の欲知島老大里の老船頭が，筆者に語つた奇説を紹介しよう。ヤドカリがサザェの

前に出て，殻を出てこいと招く。サザエはだまされているとは気つかず殻を出る。すると，ヤ

トカリは，直ちにサザエの殻に入り，あわててひきかえすサザエを食へてしまうというのであ

る。海女はサザニとまちがえて捕ることがあり，上舟したおりに焚火して暖をとりながら，サ

ザェと共に焼いて食べた。ヤドヵリを無傷に殻から取り出すには，先ず殻頂をたたきおとすが

よい。すると，彼の柔い尾部がのぞくから，それをマッチの軸木ようのものでつついてやると

彼は驚いて殻からはい出る。尾部は敏感である。

　　　　　　　　　　　　　　　　亙肛．アナジャ＝1

　餌料アナジャコについて最もくわしい文献は，大正7年（1918）3月釜山の朝鮮水産組合か

ら，朝鮮水産組合報付録として発行した四六倍判の「餌料調査報告」で，この中（pp－38－48）

にアナジャコの1，分布2，生産地3，採取方法4，採収期1産額及価格5，需給の状況6，

用途7，蓄養法たど広く詳細に記してある。

　アナジャコは異種のヵマシャコと区別するによい名前であるが，海岸地方では単にツヤコと

呼び，朝鮮語でソヅクと言う。慶南から全南をまわり，全北。忠南・京畿・黄海1平南・平北

に至る全沿岸に分布し，西鮮よりも南鮮に多い。　般に砂泥地で，満潮時は浸水するが干潮時

は全く露出するような場所にすむ。しかし，干潟地全面にはわたらないで両潮線間の手前の部

分である。かような場所であれぱ，表面は細礫で被われていても，底が砂泥である。孔は深さ

5寸～1尺2・3寸の縦坑式のもので，ゴカイやトビハゼのように分岐してないようである。か

つて慶南統営岡山村の海岸で，朝鮮の女児が2匹の囮を使つて巧に捕るところを見た。囮は健

全なアナジャコで♂を使う。♂は体が淡赤色であるが9は青色を帯びるから容易に識別する。

腹部の前方細まつたところを1尺ばかりの線維で結ぶ。線緯はワラの先を抜いて水につげてお

きこれを2つに裂いたまでのものである。糸と異つて，結んだ後々までもよく張つて，取扱い

に便利である。囮は2匹用意する。時は干潮で場所は波打際の直ぐ手前で，女児は先ずアワビ

の貝殻を持つて手のととく範囲の表土を手早くかき除げる。そこで，小孔口が無数に出てくる

から・2つめ囮を別々の孔に・さし向げる・囮は孔内に入ると，宿主とかみ合い後ずさり写出る

から，線維を徐々に引く。宿主は囮とかみ合つたまま出るから，孔口の所です早くおや指と人
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さし指とで鋏脚をつまみ摘る。ここの要領1がまずいと、シャコは囮と離れて元の孔に落ちてし

まう。成功すると，囮を再び別孔に遣いこみ，他の囮を引きあげるから，見ていても忙しそ二う

である。こうLて幾度も幾度も使つているうちに，囮は勢力が次第に衰えるから，別の元気な

シャコにとりかえる。波打際には小籠をつげておき，サパノレに摘つたシャコはこの中に入れて

生かしておく。

　平北鉄山郡登串で，当時の遣立水産試験場長鄭文基氏から，そこらでやつているアナソヤコ

の摘り方を聴いたことがある。試験場の周囲では，干潮時に表土を2唱寸かき除げ，麻がらを

孔に立てる。麻がらとは，麻を蒸して皮をはいだ後の，白くて軽い茎なのである。宿主がいる

と麻がらが動く。そこでこれをぬき，その代りに予め作つてある毛筆様のものをさしこむ。シ

ャコはその毛を挾むから，徐々に引き上げ，出口の所です早くつかむ。統営沖の欲知島の属島

老大里では，筆者の見たところ，干潮時に凄、息、場の砂をかき除げて孔を出レ孔の中にエノコ

宮グサ（86肋伽）の穂をさしこみ，これを徐々にまわしていると，シャコはこれにかみつく牟

ら，徐々に引ぎあげ孔の出則こきた時に，す早く鋏脚をつかむ。味口曾を水にとかして孔の上に

かげておくと，よくとれるというていた。

　餌としては，タイの1本釣漁業に最も多く使われ，またタイの延縄にも使用される。その他

スズキ・グチ（イシモチ）1ニベなどの餌にも，エビの代用として，エピの少い7～9月の間

に使われる。体色は蒼灰色。淡赤色。青色を帯び，青色は餌料に適しないという。欲知島では

1匹が2銭ぐらいで売つていたが，前述餌料調査によれば，　（大正7年ごろは）サバル1杯が

慶南では2～4銭，全南では3～4銭，全北では10～13銭，忠南では5～12銭セあつた。十

パルに1杯には30～40匹はいるが，京畿遣では1匹が1厘，平南でも同値であつた。なおゾ

蓄養法として同書の紹介によれば，慶南漆川島蜂谷村では，肯船を海中に浮べてこれに海水を

たたえ，またはダソベと称する生賛に入れて蓄養する。ダソベの形状はいろいろであるが，最

も簡単なのは，ビール箱または煙草箱の上面に入口を設げ，側両に径3分内タトの小孔を無数に

穿つて作つたものである。ダソベにつげておいても，僅々2昼夜の後には5～6割の死虫が出

るという。生時♀は抱卵と共に青色を帯び♂は，淡余色である。

覇鮮のヤドカリ類採集地名

　　　　　　　　　　　　地名のβ一マ字書きと漢字書きの対照表

　　　　　　　　　　　　（旧来の，日本人の慣用的な呼び方による）

　Ga1getu涯月，Genzan元山，He1a阯nand6平安南遣，He1a阯hokud6平安北遣，H6gyo・

r1方魚晃Hok6浦項，Husan釜山，Husantm釜山鎮，KakurepP1I格列飛島，Kanky6

ムokud6成鏡北蔦Kanky6－nand6威鏡南遣，Katoku　I加徳島，Ke1kトd6京畿道，Ke1sy6

・hokud6慶尚北蔦Ke1sy6－nand6慶尚南道，K1gan奇巌，Kmko・r1金湖里，Kmzanpo金

山浦，K6ge阯d6江原道，K6ho厚浦，K6kaトd6黄海道，K6nan興南，Kote1庫底，Kuns1
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君子，Ky6zy6鏡域，Ky七koku款谷，Masan馬山，Mokutoku－t6I木徳島，Muk1npo夢

金浦，Nissin　目新，Okayama伽ura岡山村，Reisui麗水，Renti－ri蓮池里，Rigen利原，

Sa1sy七済州，Sa1sy亡I済州島，Santyoku三陵，Se1kosm西湖津，Se1sm清津，S1npo新浦，

Sy6se1I小青島，Syuan朱安，Ta1ty6退潮，T1nka1鎮海，T6don道洞，T6e1統営，

Tonkusi登串，Ty亡sei－nand6忠清南道，UtsuryδI．欝陵島，Want6莞島，Yokuti　I・欲知

島，Zenrかhokud6全羅北道，Zenra・nad6全羅南道，Zinsen仁川。

引　用　文献

　地理的分布を論ずるに引用した，諸家の文献はすでに紹介したものと重複するので省賂する。

　朝鮮水産組合（釜山）1918（大正7）：餌料調査報告．朝鮮水産組合報付録．

　朝鮮総督府1912（明治45）：タラバ蟹に関する調査．総督府月報第二巻七号．

　　　　　　1912（大正1）：タラバ蟹に関する調査．総督府月報第二巻十号．

　朝鮮総督府惜報課1944（昭和19）；漁業制限の緩和．通報第百七十四号．

　TERA0，A．＆KIMURA，M．1952（昭和27）：Note　on丘shery　bio1ogy　of　the　Japan　Sea，

w1th　spec1a1reference　to　the　catch　of　Decapod　Crustaceans，肋舳伽ωand肋1切z肋oゐ5

日本海区水産研究所創立三周年記念論文集（石川県七尾）．


